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ネットワークから入手できるソフトウェア情報

READ  Me
ネットワークから最新のソフトウェアをダウンロードできることは、インターネッ

トの大きな魅力の1つです。このコーナー「READ Me」では、ネットワークから入

手できる最新のソフトウェアに焦点をあてて、必ず役に立つ情報満載でお届けし

ます。まずは今月の注目ソフトから。

HOTTEST TOOLS
今月の注目
ソフト

best 6

動作環境
OS：ウィンドウズ95/98、NT3.51/4.0
種別：シェアウェア 4,000円
作者：斉藤秀夫
CD-ROM収録先： Win→Hidemaru→32bit
関連ページ：http://hidemaru.xaxon.co.jp/

A

動作環境

OS：ウィンドウズ95/98、NT4.0
種別：フリーソフトウェア
作者：森川元也
CD-ROM収録先： Win→Hmk
関連ページ：http://www02.u-page.so-net.ne.jp/

dc4/morikawa/

A

動作環境

Win

Win

秀丸エディタは、言わずと知れたウィンドウ

ズの定番テキストエディターだ。今回「3.00」

と大きくバージョン番号を上げて、HTMLの

タグに色を付けて表示する機能やテキスト中

のURLをダブルクリックするとブラウザーを起

動する機能が付いた。

HTMLタグに色を付ける機能は「その他」メ

ニューから「ファイルタイプ別の設定」を選

HTML Maker AZUKIは、タグを挿入するタ

イプのHTMLファイル作成ソフトだ。この形

式のソフトはいくつかあるが、高機能な上に

フリーソフトウェアというのがうれしい。

画面の上部に並んだボタンをクリックすると

タグが挿入されるのは当然だが、テーブルや

フレーム、フォームのボタンでは設定画面で

属性を指定でき、さらにテーブルではシンプ

ルなものだがGUIで表を作成できる。登録し

び、「カラー」タブで設

定する。タグだけでな

く、タグの属性、URL、

メールアドレス、ファイ

ル名にも個別に色を指

定でき、「下線」や「極太」、「影付き」などの

スタイルもさまざまなものが用意されている。

URLやメールアドレスをマウスで操作したとき

の動作は、「その他」メニューから「動作環境」

を選び、「ユーザーインターフェー

ス」で設定する。ワンクリックだけ

でなく、ダブルクリックやトリプル

クリックでブラウザーやメールソフ

トを開くようにマウス操作を選択で

きる。数あるテキストエディターの

中でも豊富な機能を持つ秀丸エディ

タだが、こうした機能はこれまで欠

けていた。Ver.3.00によって秀丸エ

ディタはほとんど完璧に近くなった

と言えるだろう。

たテンプレートの挿入や16進数の色を

生成する機能など至れり尽くせりだ。

画面は3ペインで構成されており、左の

ツリーに表示されたHTMLファイルを右

クリックして「リンクとして挿入」を選

べば<A>タグが挿入され、GIFファイル

やJPEGファイルで同じようにすれば

<IMG>タグが挿入される。下のペイン

には「ツール」メニューにある「ローカルリン

クチェック」と「HTML文法チェック」の結

果が表示される。

さらに膨大なJavaScriptのリファレンスとサン

プルプログラムが付属しており、それだけでも

たいへんお得な内容になっている。HTML手書

き派の人はインストールするしかないだろう。

HTML Maker 
AZUKI
Ver.1.29

HOTTEST 
TOOLS

秀丸エディタ
Ver.3.00

HOTTEST 
TOOLS
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GetNewは、ウェブ上で公

開されているオンラインソフ

トがバージョンアップされた

かどうかを調べ、更新され

たソフトだけを自動的にダ

ウンロードするソフトだ。あらかじめ登録され

たソフトの中から自分の好きなものを選んで

リストに入れておく。あとはボタンを押すだけ

で選んだソフトがすべてチェックされ、更新さ

れたものはダウンロードされる。オンラインソ

フト好きにはこたえられない一品だ。

4月1日からドメイン名が「or. jp」から

「ne.jp」に変更されたプロバイダーが相当な

（http://www.forest.impress.co.jp/）の

「プログラミング」コーナーからダウンロード

しておくといいだろう。

GetNew
Ver.1.61

HOTTEST 
TOOLS

OS：ウィンドウズ95/98、NT4.0
種別：シェアウェア 1,000円
作者：ジャラス
CD-ROM収録先： Win→Getnew
関連ページ：http://www.jin.ne.jp/i-net_agency/

A

動作環境

うしてもシェアウェア

に頼ることが多かっ

た。しかし最近では、性能でシェアウェ

アに引けを取らないフリーのFTPソフト

が増えてきた。FFFTPもその1つだ。漢字コ

ードの自動変換や属性の変更もきちんとサポ

ートしている。特徴的な点は、「ミラーリング」

によるアップロードとダウンロードの機能を備

えていることで、サーバーとパソコンのハード高機能なFTPソフトと言えば、これまではど

OS：ウィンドウズ95/98、NT4.0
種別：フリーソフトウェア
作者：中村正明
CD-ROM収録先： Win→Orneconv
関連ページ：http://www.netpassport.or.jp/

~wmasanak/program/

A

動作環境

or-neコンバータ
Ver.1.03

HOTTEST 
TOOLS

Win

Win

OS：ウィンドウズ95/98、NT4.0
種別：フリーソフトウェア
作者：曽田
CD-ROM収録先： Win→Ffftp
関連ページ：http://www2.biglobe.ne.jp/~sota/

A

動作環境

FFFTP
Ver.1.62

HOTTEST 
TOOLS

Win

OS：MacOS（漢字Talk7.5以上）
種別：フリーソフトウェア（寄付募集）
作者：有田幸生
CD-ROM収録先： Mac→ORNE
関連ページ：http://www.interq.or.jp/blue/

yukikun/software/orne.html

A

動作環境

Mac

数になるため、「ホームページが急に見えなく

なった」といった混乱が予想される。or-ne

コンバータを使えば、テキストやHTMLファ

イルの中にあるURLやメールアドレスを適切

なドメイン名に一括して変換できるので、自

分のホームページのリンク集やブラウザーの

「お気に入り」などを修正する作業がたいへん

楽になる。なお、実行にはVisual Basic 4.0

のランタイムDLLが必要なので、窓の杜

ディスクの内容を同期して、不必要なファイ

ルを自動的に削除できる（もちろん削除した

くないファイルの指定もできる）。今使ってい

るFTPソフトに不満があるならFFFTPへの乗

り換えを検討してみよう。

ORNEもor-neコンバータと同じく、

テキストファイルやHTMLファイル

の中の「or.jp」を「ne.jp」に適切

に変換してくれるソフ

トだ。付属の説明書

には、ネットスケープコミュニケ

ーターやインターネットエクスプ

ローラ、Eudoraなど主要なソ

フトウェアではどのファイルを指

定すればよいか親切な解説があ

るので参考にするといいだろう。

ORNE
Ver.1.2

HOTTEST 
TOOLS
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「便利なソフトがあるみたいだけど、使い方がよくわからない」とか、「英語

版のソフトを使ってみたいけど、英語が読めないからちょっと……」などと

思っている人はいませんか？ このコーナーでは、そんなあなたのためにフリ

ーソフトウェアやシェアウェアのインストール方法からソフトウェアの活用法

までしっかり解説いたします。

インターネット必須ソフトウェアを徹底解説

Let's Try!

8

3

2

4

6最初の画面で「次へ」をクリックすると、使用許
諾契約書が表示されます。よく読んで、特に問題
がなければ「はい」
をクリックします。

インストールの方法とプログラ
ムのインストール先のフォルダ
ーを選択する画面が表示されま
す。特に変更することがなけれ
ば、そのまま「次へ」をクリッ
クします。その次の画面で「次
へ」をクリックすれば、ファイ
ルのコピーが始まります。

ファイルのコピーが終わると、ウイルススキャ
ンが一時的に起動し、システム領域のチェッ
クが行われます。「ウイルスは見つかりません

でした」という表
示が出たら、「OK」
をクリックします。

新機能の説明を表示するかどうか質問されま
す。「はい」をクリックするとウィンドウズのメ
モ帳で新機能の説明
が表示されます。

7 ハードディスクのルートフォル
ダーにあるAUTOEXEC.BAT
ファイルを修正したと知らせ
る画面が表示されます。「次へ」
をクリックします。

インストールの終了画面が表示され
ます。「はい」をチェックして「終
了」をクリックし、ウィンドウズを
再起動させましょう。

OS:ウィンドウズ95/98
種別：お試し版
作者：ネットワークアソシエイツ株式会社
CD-ROM収録先：B  Trial→Win→Vscan
関連ページ：http://www.nai.com/japan/

動作環境
Win

ウイルススキャンを
インストールしよう

ウイルススキャンは、ウイルスの自動チェックやデータの自動更新な
ど豊富な機能を持つウイルス対策ソフトです。本誌の付録CD-
ROMには、30日間限定で使用できるお試し版を収録してあります。
今年に入ってからインターネット上では「Happy99」や
「Melissa」といったウイルスが流行していますので、ウイルススキ
ャンで自分のパソコンが感染していないかチェックしてみるといいで
しょう。

ウイルススキャン
Ver.4.0 

for Windows95/98

5 緊急時用のフロッピーディスクを
作成する画面が表示されます。こ
こで作成する場合は「継続」をク
リックします。インストール後に作
成する場合は「キャンセル」をク
リックします。

1 ウイルススキャンは、本誌の付録CD-ROM B
に収録されています。「Trial」→「Win」→

「Vscan」の順にフ
ォルダーを開いて、
「Setup」アイコン
をダブルクリックす
ると、インストール
が始まります。

今月の徹底解説ソフト

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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4

2
「ウイルスデータファイル
の更新」をクリックします。

「ダウンロードサイト」の下か
らどれかを選んでファイルをダ
ウンロードします。ダウンロー
ドするファイルは「dat-xxx.zip」
という名前になります。デスク
トップなど好きな場所にファイ
ルを保存します。

3 「エンジン・バージョン3向け」をクリックしま
す。ウイルススキャ
ンお試し版のバージ
ョンは4ですが、エ
ンジンはバージョン3
を使うことに注意し
てください。

ダウンロードしたファイルをLhasaなどの解
凍ソフトを使って解凍します。Lhasaをイ
ンストールする方法については、○○ページ

をご覧ください。新しい種類のウイルスは毎日のように発見されています。新しいウイ

ルスに対応するには、ウイルス対策ソフトのデータファイルを最新の

ものにする必要があります。お試し版のウイルススキャンのデータフ

ァイルは古いものなので、まずウェブから最新のデータファイルをダ

ウンロードしましょう。

注意：この記事で説明しているネットワークアソシエイツ社のホームページは
4月10日現在のものです。

ウイルスデータファイルを
更新しよう

1
ウイルススキャン用のデータファイルは
ネットワークアソシエイツ社のホーム
ページ（http://www.nai.com/japan/）
からダウンロードできます。ホームペー
ジの上にある「ダウンロード」をクリッ
クします。

ウィンドウズのスタートメニューから「プ
ログラム」→「McAfee VirusScan」→
「McAfee VirusScan セントラル」を順
にクリックすると、ウイルススキャンのセ
ントラル画面が開きます。画面右下に表
示される情報からウイルスデータファイル
のバージョンや日付がわかります。

6
解凍されたファイルをすべてウイルススキャンの
フォルダーに移動します。まず、ウィンドウズの
エクスプローラを使ってウイルススキャンのフォ
ルダーを開きます。インストールの際にインスト
ール先を変更していなければ、「C :」→
「Program Files」→「Network Associates」
→ 「 McAfee Virus
Scan」となります。解
凍されたファイルをす
べて選択し、ドラッグ
アンドドロップでウイ
ルススキャンのフォル
ダーに移動します。

7

5

ウイルスデータファイルの日付

ウイルスデータファイルのバージョン

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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ウイルススキャンを
使ってみよう

スタートメニューから起動するウイルススキャンのセントラル画

面では、ウイルススキャンを起動したり各種の設定を行ったりで

きます。まずはウイルススキャンでハードディスクのチェックを

してみましょう。

ウイルススキャンを起動します。

タスクバーに常駐してウイルスを監視する「VShield」の設定を行います。

定期的にウイルススキャンを起動してチェックするための設定を行います。

その他の設定を行います。

● McAfeeへ送付：検出された新しいウイルスをネットワークアソシエイツ社に
通知できます（お試し版では使えません）。

●エマージェンシーディスク：緊急時用のフロッピーディスクを作成します。

● ウイルスリスト：ウイルスデータファイルに登録されているウイルスの一覧を表
示します。

ウイルスデータファイルを自動的にダウンロード
して更新します。お試し版では使えません。

ウイルススキャンのセントラル画面

●基本的な使い方

●定期的にウイルスチェック

3

2 ウイルスが見つかると警告音が鳴り、感染したファイルと
ウイルスの名前が表示されます。「ウイルスを除去」をクリ
ックしてウイルスを除去してください。除去できない場合
は、「削除」をクリ
ックしてファイルご
と削除してください。

ウイルスチェックが終わ
ると、結果が一覧表示
されます。

1 ウイルススキャンのセントラル画面で「スキャ
ン」をクリックすると、ウイルススキャンが起
動します。そのまま「スキャン開始」をクリ
ックすればハードディスクのウイルスチェック

が始まります。プロ
グラムファイルだけで
なく、ワードやエクセ
ルの文書もすべてチ
ェックされます。

3

2
リストから「Default
Scan」を選び、「タス
ク」メニューの「プロパティ」を選ぶと、定期チェックの設定ができます。

「タスクプロパティ」画面で「スケジュール」
タブをクリックし、設定後に「OK」ボタン
を押せば、定期チェックが始まります。

1 ウイルススキャンを定期的に起動してウ
イルスチェックを行うには、タスクバーのト
レイにある虫眼鏡のアイコンを右クリッ
クし、「元のサイズに戻す」を選びます。

何曜日の何時からチェックを始
めるかを決める。曜日のチェッ
クをはずせばその曜日にはチェ
ックを行わない。

ここをチェックすると、定期的な
ウイルスチェックができる。

どのような間隔でウイルスをチ
ェックするか決める。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
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3ウイルスデータファイルがダウンロー
ドされ、自動的に更新されます。プ

ロキシーサーバー経由でウェブに接続して
いる環境ではダウ
ンロードできない
場合があることに
注意してください。

2ダイアルアップ接続の場合は、ウィン
ドウズの「ダイヤルアップネットワーク」

からインターネットに接続してから「次へ」
をクリックします。

●VShieldで完全ガードする

製品版ならデータの更新も簡単

ウイルススキャンの製品版を購

入すると、インターネットから自

動的にウイルスデータファイルを

ダウンロードして更新する機能

が使えるようになります。製品

版はパソコンショップで購入で

きるほか、b - s t o r e . c o m

（h t t p : / / www . b - s t o r e .

com/jp/）のように購入と同時

にダウンロードできるオンライン

ショッピングサイトから入手した

り、「ウィンドウズ98 Plus!」に

付属しているものを使用したり

できます。

VShieldはファイルの操作を常に監視して、自動的にウイルスのチェック
を行う機能です。タスクバーの
トレイにある盾のアイコンを右ク
リックし、「プロパティ」→「シ
ステムスキャン」を選ぶと、
VShieldの設定画面が開きます。

電子メールを受信したときに
メッセージにウイルスが含まれ
ていないかをチェックするため
の設定ができます。MAPIを使
わない普通のインターネットメ
ールの場合は、次の「ダウンロ
ードスキャン」の設定が使わ
れます。

ファイルを開いたりコピーしたりした
ときにそのファイルにウイルスが含ま
れていないかをチェックするための設
定ができます。

インターネットからファイルをダウ
ンロードするときにウイルスが含ま
れていないかをチェックするための
設定ができます。

ActiveXコントロールやJavaアプレットを
ダウンロードするときにウイルスが含まれ
ていないかをチェックするための設定がで
きます。危険なサイトのIPアドレスやURL
を指定してダウンロードさせないような設
定もできます。

ウィザード形式で質問に答えるだけ
で自動的に設定が行われます。

VShieldの設定を行うのにパスワードが必要にな
るようにします。複数のユーザーでパソコンを共
有している環境の人は設定するといいでしょう。

どのようなファイルを操作したときに
ウイルスチェックを行うかを設定しま
す。「プログラムファイルのみ」をチ
ェックすると、プログラムファイル
（EXEファイルやDLLファイル）のほ
かにワードやエクセルの文書も対象
になります。「圧縮ファイル」をチェ
ックするとLZHファイルやZIPファ
イルの内容もチェックされます。

フロッピーディスクにアクセスしたと
きにウイルスチェックを行うかどうか
指定できます。

ここをチェックすると、ファイルを開
いたりコピーしたりしたときのウイル
スチェックが有効になります。

ファイルに対してどのよう
な操作をしたときにウイル
スをチェックするかを選択
できます。

1ウイルススキャンのセ
ントラル画面で「アッ

プデート」をクリックすると、
データファイルのアップデー
トが開始します。「更新」を
クリックします。
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